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「土質 工 学用語 の 標準記号」 の 改正案 に つ い て

地盤工 学会基準部

　 「上 質工 学用語 の 標準記号 」 は，1957年 に 初め て 制定

され，そ の 後1969年，1979年，1982年，1983年 に
一

部

追 加 ・修 正 な どが 行 わ れ，今 日 に 至 っ て い る。こ の 間 の

改正 は47用語 の 追加 と 修正 で あ り，全体的 な 見直 しは ，

行 わ れ て い な い
。
1989年頃 ， 土 質工 学会表記法検討委

員会が 「土質工 学標準用語」 の 選定作業の 中で，標準記

号 は 学 術 ・技術の 進歩 に 対応 して い な い こ と，ほ とん ど

使 わ れ て い な い 用語 や 記号が あ る こ と，新 しい 分野 が 含

ま れ て い な い こ とな どの た め，抜本的 な 見直 しが 必要 と

の結論 に な っ た。しか し，その 作業量 と手続きの 関係 か

ら 「土質工 学標準用 語集」の 刊行 ま で に 間 に合わ な い た

め，止む を 得ず見直 し作業を断念 した 経緯 もあ る。

　標 準 記 号 を 定 め る意 義 は，比 較 的 よ く使 わ れ る用 語 に

は決め られた 記号を用 い て，不 要な混乱を避け る と と も

に，表記の煩雑 性 を少な くす る こ と に あ る 。 した が っ て ，

同 じ概念 の 用語 に 量記号を用い る場合は，原則と して 標

準記 号 を使 っ て い た だ くこ とが 主 旨で あ る 。

　見直 しの 具体的な 作業 は，地ngT．学会表記法検討委員

会 が 担当 し，こ の ほ どそ の 改正案が ま とま っ た の で ， 広

く会員の 意見を伺 うた め に 公示す る。今 回 の 主な改正点

な どは 次の とお りで あ る。

　  　 見直 し作業 は 全 体 に わ た っ て 行 い ，従来の 標準記

　　号の 用 語，土質 工 学標準 用 語 の 中の 記 号 に関す る用

　　語，規格 ・基 準 で 定義 さ れ て い る用語 ， Soils　and

　　Feundationsの 記号説明に 示されて い る用語，新 し

　　い 分 野 の 用 語 な どを 抽 出 し，そ の 中 か ら使用頻度の

　　高い 用語 とその 記号を選択 した。

　  従来の 「⊥質工 学用語 の 標準記号」 か ら学会の 対

　象 とす る 分野 に合 わ せ て 「地盤 工 学用語の 標準記号」

　に 改め た 。

  原則 と して ，一
つ の 用 語 に 対 して

一
つ の 標準記号

　 と した が，複数 の記号 が 同程度 に 使 わ れ て い る場 合

　 は ， 複数 の 記号 と した 。

  ISO お よび JISで は，量記 号 に は 斜体 を 用 い ，

　添字 （上 付き，下付き）に は 直立体 の 文字もしくは

　数字 を 用 い る 〔例 え ば，S， ： 飽和度，σ1 ： 主 応力〕

　が ， 数 を 意味す る文字記号 の 添字に は 斜体 を用 い る

　 こ とに な っ て い る 〔例 え ば，1）。
： n ％粒径〕。 従来

　の 標準記 号 の 添字の 多 くは，斜体を用い て きた が，

今 回の 改正 で は ，添字 もこ の 表記 に 合わ せ る こ とに

　改 め た 。

  　分野 の 区分は，ほ ぼ従来 の と お りと し ， 新 た に

　「地 震 と土 の 動的性質」，「環境」 な どの 分野を新た

　 に設け る とともに，現状 に 合 わ せ て 分野間 の 用 語 の

　入 替 え を 行 っ た。また ，従来 は各 分 野 の 記号 は ア ル

　フ ァ
ベ

ッ ト順で あ っ た が，使 い や す い よ う に 関連 す

　 る用語順 と した 。

  用語 と標準記号 の 数は，今回新 た に 追加 した もの

　が 57，

一
部修正 が 47，削除 が 71で あ り，総数 は 197

　で ある。

　次ペ ー
ジ 以降 に 示す 「地盤工 学用語 の 標準記号 （改正

案）」 に つ い て の ご 意見 は，書面 にて 平成 11年 5 月末 日

まで に 地盤工 学会基準部宛 に 提出 い た だ き た い 。提出い

た だ い た ご意見 は ，表記法検討委員会お よ び基準部で 検

討 し，最終的に 理事会 の 審議 を経 て 決定す る予 定で あ る。
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地盤工 学用語 の標準記号 （改正案）

記 号 表　 　示 　　内　 　容 備考
　 　 　 「

記号 表 　 　示　 　内　 　容 備考

一 般 q
’

曲率 係数

五，z 長 さ
F。 細粒分 含有 率 ○

β，δ 幅 △ ω L 液性 限 界

刀
「
，海 高 さ △ ω P 塑 性限 界

z，z 深 さ ω s 収縮限界

1），ゴ 直径 ち 塑性指数

R，7 半径 左 液性指数

4 コ ン シ ス テ ン シ
ー

指数
且，α

y
面積

体積，容積

△
且 活性度 ○

’
　

　
0

鍛

9

飾

Fp

躍

ρ

彫

G

ρ

7

〜

MT

興

時 間

速 さ

加速度

重力 の加速 度

自由落下 の 標 準加速度

力

荷 重 ，力

重 量

圧 力 【単位面 積当た り】

質量

比 重

密度

単位 体積重量

慣性 モ
ー

メ ン ト，断 面 二 次 モ
ー

メ ン ト

モ
ー

メ ソ ト

温度

安全率

　　　 Dr

　 　　 ID

　 　 　 emux

△ 　 　 emin

　 　 　 Pdma。
○　　ρdmin

△ 　　
ω ・pt

　 　 　 ρd，。t

△ 　 　 ψ

　 　　 Li

　 　　 臨

　　　 肌 皿

　 　　 pH

相 対密度

密 度指数

最 大問隙比

最 小間隙比

最 大乾燥密度

最 小乾燥 密度

最適 含水比

ゼ ロ 空隙状態に お け る乾燥密度

h中 水 の ポ テ ソ シ ャ ル

サ ク シ ョ ソ

強熱減量

有機炭素 含有量

有機物含 有量

腐植含有量

pH 値

○

△

△

△
．
O

○

△

○

0000

応 力　と　ひ 　ず　み

○

土 の 物理
・
化学的性質

嗾

鱗

K
玲

琉

鷲

ω

既

θ

π

8
θ

娠

α

偽

侮

歯

伽

触

ハ

〆

冷

 

即

圦

土 粒子 の 質量

間隙水 の 質量

土粒于 の 体積

水 の 体積

空気な どの ガ ス 体積

間隙の 体積

含水比

自然含水 比

間隙比

間 隙率

飽和 度

体積 含水率

空気 間隙率

土 粒子 の 比 重

土 粒子の 密度

湿潤 密度

乾燥 密度

水の 密度

飽和密度

湿潤 単位 体積重 量

水中単位体積 重量

水の 単位体積重 量

飽和 単位体積重 量

粒径

n ％粒径

均等 係数

△

△

　

　

ヨ

σ

．
σ

劬

嚇

砺

τ

蟻

γ

ε

ヨβ

レ

ε

E

興

玖

GK

垂 直応 力，全応力

有効応力

主 応 力

正 八 面体垂 直応力

平 均主応力

せ ん 断 応 力

正 八 面体せ ん断応力

せ ん断ひ ず み

垂 直ひ ずみ ，軸 ひ ず み

主 ひ ずみ

ボア ソン 比

弾性係 数，ヤ ン グ率

割線弾性 係数

接線弾性 係数

せ ん断 弾性係数，剛 性 率

体積弾性 係数

△

△

○

△

△

○

○

△

△ 　 地 下 水 お よ び 透 水 性

をq
ひ

陀

均

．
3
．
免

拠

η

ン

S

亀

丁

○

△

△

流量

流速

水頭，水 位差

透 水 係数

動水勾配

限界動水 勾配

毛管上 昇 高

粘性 係 数

動粘性係数

貯留係数

比貯留係 数，比 貯留率

透水量係 数

△

　

△

　

△

△

△

△

　

○

○

○
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地 下 水 お よ び 透 水 性 調 査

Cr

影 響 圏 （影 響円 ）半 径

ク リ
ー

プ比

蒸発散 量

O 　 　 N

　 　　 瑞

　　肌 w ，从 w

せ 　 ん 　 断 　 強 　 さ

fUτ

So

，
c

飾

免

ら

φ
，

φ

輻

軸

蜘

せ ん断 強さ

非 排水 せん断強 さ

粘着 力

粘着力 【有効応 力表示 】

粘 着 力 【圧密非 排水条件 】

粘 着力 【排水 条件】

粘 着力 【非排水 条件】

せ ん 断抵抗角，内部摩擦角

せ ん 断抵抗角 【有効応力表示 】

せ ん 断抵抗角 【圧 密非排水条件 】

せん断抵抗角 【排 水条件】

せ ん断抵 抗角 【非 排水条件】

0
　 　 　 9c

　 　 　 qt

△ 　　　
τv

O 　　
D

　 　 　 CBR
A

△

△

κ

々

　　　玲，OP
△ 　 　Vs，　Vs

△

△

△

〈

Lu

　ρ

RQD

打撃 回 数，N 値

貫入 量 10cm に 要す る打 撃 回数 【簡易 動的 コ
ー

ン 】

静的貫入抵抗 【ス ウ ェ
ーデン 式サ ウ ン デ ィ ソ グ】

Waπ

麗

コ
ー

ン 指数

先端抵抗 【電気式静的 コ
ー

ン貫 入試 験】

土の せん断 強 さ 【原位 置ベ ー
ソ せ ん 断試験 】

密度比

CBR 値

地盤係数

地 盤反 力係数

P 波速度

S 波 速 度

ル ジオ ソ 値

〔見かけの 〕比抵 抗

RQD 値

○

00000

　
△

△

△

○

○

斜 面

間 隙圧，間 隙水 圧

間 隙 水圧

間隙 空気 圧

△　　MD

　　 　 強

滑動 モ
ー

メ ン ト

抵抗 モ
ー

メ ン ト

限 界高 さ 【斜面 の 】

○

○

△

且 間隙圧 係数 β 1角度，傾斜角 ム

B 間隙圧 係数 从 安定 係数 △

9u
一軸圧縮 強 さ

基 礎

5t 引張 り強 さ o9d ，9u 極限支持 力 【単位 面積 当た り】 ○

sし 鋭敏比 壁a 許容支持 力 【単位面積 当た り】

σt 圧裂 引張 り強 さ ○ R 反力，1〜値
τ R 残留強 さ O

凡 ハ』，罵 支持力係数

圧 密 B 基礎幅

C。 圧 縮指数
1）f 基礎 の根 入 れ 深 さ

C。 膨 張指数 瓦 杭の 極限支持力 △

彫 v 体積圧縮係数 ∫〜。 杭の 許容支 持力 △

ρo 先 行圧密圧 力 △ Rf 杭の 周面摩擦 に よ る支持 力 △

ρ。 圧 密降伏応 力 Rp 杭の 先端支持 力 △

ひ 圧 密度
・4P 杭先端の 面積 ○

s 沈 下量 解 杭の 重 量

τ 摩擦力度 ○
‘
亨 圧 密係数

ψ 杭周長 ○
2「v 時 間 係 数

7
一

次圧密比
地 震 と土 の 動 的 性 質

c
配

二 次圧 密係数 ○ 彦 設 計震度 ○

土 圧
M マ グ ニ チ ュ

ー
ド ○

κ o 静 止土 圧係数
ん 減衰定数 ○

K
△ 主 働土 圧係数

T 固有周期 ○

Kp 受働 土 圧 係数 君． 液 状化に 対す る安全 率，FL 値 ○

κ 側圧 係数 0 R 液状化 強度比 ○

P△ 主働 土圧の 合 力
L 繰返 しせ ん 断応力比 ○

Pp 受働土 圧 の 合 力 環 境

ρA 主 働土 圧 c 濃 度 ○
ρP 受働土 圧 o 拡 散係数 0
δ 壁面 と十 との 摩擦 角 △ x 電 気伝導率 ○

Eh 酸 化還 元電位 ○

SS 浮 遊物 質の 量 ○

DO 溶 存酸 素量 ○

1 BOD 生物化学 的酸素要求量 ○

COD 化 学 的酸素要 求量 0
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（注）　○ ： 新規追加

　 　 △ ； 修正
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